
１．件名：検査制度見直しに関する原子力事業者等との面談 

 

２．日時：令和元年１２月９日（月） １０：００～１２：００ 

 

３．場所：原子力規制庁１３階会議室Ｄ、Ｅ 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

検査監督総括課 佐藤課長補佐、高橋課長補佐 

 検査評価室 布田室長、笠川室長補佐、滝吉室長補佐 

実用炉監視部門 片岸主任原子力専門検査官 

核燃料施設等監視部門 関主任監視指導官 

専門検査部門 小坂企画調査官 

技術基盤グループ 

シビアアクシデント研究部門 濱口技術研究調査官 

日本原燃株式会社 安全・品質本部 部長 他２名 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 安全・核セキュリティ統括部 次長 

三菱原子燃料株式会社 安全・品質保証部 副部長 

原子燃料工業株式会社 品質・安全管理室 参事 

株式会社グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン 環境安全部副部長 

東京大学大学院工学系研究科 原子力専攻 原子炉本部 原子炉管理部長 

東京都市大学 原子力研究所 原子炉主務者・原子炉施設管理室室長代理 

京都大学 複合原子力科学研究所 准教授 中央管理室副室長 

東京電力ホールディングス株式会社 原子力運営管理部 保安管理グループ 担当 

公益財団法人核物質管理センター 東海保障措置センター 安全管理室長 他１名 

日本核燃料開発株式会社 保安管理部 部長 他１名 

原子力エネルギー協議会 部長 他５名 

 

５．要旨 

（１）１２月１７日（火）に開催を予定している第３１回検査制度の見直しに関するワーキング

グループ（以下「ＷＧ」という。）で予定している以下の議題等について、原子力規制庁か

ら、配布資料に基づき説明を行った。 

   原子力規制庁から、当該ＷＧでの効果的な議論に資するため、原子力事業者等においては、

本面談での説明内容を踏まえて検討を行い、当該ＷＧにて意見等を提示することを求めた。 

①検査気付き事項のスクリーニングに関するガイドについて 

②安全重要度評価プロセスに関するガイドの見直し等について 



③本格運用を見据えた課題の整理について 

 核燃料施設等については、新検査制度に伴う審査と運用部分について、課題が残っている

ことを確認し、当該ＷＧ以外にも各事業者の個別案件については別途、面談等で質問に対し

て回答を行うこととした。 

 

６．配布資料 

（１）第３１回検査制度の見直しに関するワーキンググループ資料（案） 

（２）新検査制度施行に向けた課題について（日本原燃株式会社資料） 

（３）検査制度見直しに関する取り組み状況及び課題について（ウラン加工３社資料） 

（４）本運用までにクリアにしなければならない課題（日本核燃料開発株式会社資料） 

（５）新検査制度運用開始に向けた課題整理（原子力エネルギー協議会資料） 

 

 


